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　ユダヤに『カリフラワーに住む昆虫はカリフラワーが全世界だと思っている』という諺がある。1981
年、米国で奇病が出現した、という不気味な報道を得た時も対岸の火事と思っていた。問題意識の欠如
だったのかもしれない。その後、事態は急展開をみせた。
　1985年、神戸で見つかったHIV感染者は日本の第1号であり、AIDSは日本にも上陸していた。当時、
マスコミは一大キャンペーンを張ってAIDS特集を組んだが、最近はAIDSに関する報道が急激に少なく
なっているように思う。大騒ぎしたわりにはHIV感染者が増えなかったからなのか、それとも、国民各
層にAIDS意識が定着したと判断しているのか、あるいは、　AIDS熱が冷めてしまったのだろうか？
　6年前、道徳の授業でこの問題を扱った時、カリフラワーに住む昆虫は依然として学校を拠点にAIDS
指導をしていた。まさか、私の学校の生徒が、という奢りも手伝って。『健全な生活を送っている者に
とってAIDSはかかわりあいのない問題だ』－i－一と。だが、どこか気掛かりだったことも確かであ
ったが、やはり不真面目だったのだろう。
　こんな私がAIDS意識を変えなければならないきっかけを提供してくれたのは、東京都高等学校保健
体育研究会、行事部長でスキー研究委員会の原田幸男先生（都立深川高校）同副部長、篠田康人先生
（私立東京家政中・高校）から受けた《タイのAIDS状況視察旅行》への誘いであった。
　学年末は校務も一段落するし海外旅行も悪くない。特に世界的なAIDS社会への関心と空港の通路に
並ぶ免税品店でショッピングをする一寸優雅な気分を味わってみたい気持、更に、気分転換をしたいと
いう様々な思いがあった。成田空港でチェックインをした時、座席をグレイドアップして頂ける幸運も
手伝ってルンルン気分の出発になった。
　バンコク、ドン・ムアン空港に到着し、エアーポート・リムジンに乗り換えた時、横に座った、上智
大学の女子学生に何処のホテルに滞在なさるのですか？　と声をかけられた。
　今回の視察旅行がAIDS状況の視察とは別に、アジア等、海外で活躍する貴重なE本人女性の存在を
知る予兆だったのかもしれない。
　タイの第一夜は、何とも言えない香りが漂うレストランでの御馳走からスタートした。今回の視察旅
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行の期間中、現地で案内役を務めて下さった厚生省職員、UN・AIDS担当の清水美登里さん、日本大使
館、調査委員の渡辺恵子さんの同席を得て華やいだ雰囲気の中で夜が更けていった。更に、ジョッキの
ビールと初めてのタイ料理が私の気分を盛り上げてくれた。
　翌日からはAIDSホスピスを始め、スラム街（バンコクだけでも極めて数が多い）と北タイの養育施
設（DEP）、　AIDS関係機関のタイ赤十字、保健省、　AIDS専門病院、文部省等々、公共施設を訪問する予
定が組まれている。こんな格調の高い本格的視察研修が予定されているとは思ってもみなかった。
バンコク
　世界的な交通渋滞で知られるバンコクの街は、噂に違わず創造を絶するものがあった。急激な経済発
展と都市部への人口集中がもたらす諸現象が様々な社会問題を生んでいる、という書物の解説が現実の
ものとして理解できたような気がする。
　例えば、街を走る車の種類から貧富の差を読み取る事が出来た。高級車として名高いベンッやBMW
が数多く走り、その量は遥かに日本をしのいでいる。それと対照的に日本では決して見ることができな
い、今にも壊れそうなトラックが荷物を積んで走っている。たった数日の滞在でフロントガラスが壊れ
た車やナンバー・プレートが欠落している車に遭遇した。また、数家族が乗り合わせているワンボック
スカーや荷台に鉄格子を巡らした軽トラック（ソンテウ）が大勢の人を乗せて走っている。或いは両親
が子供をサンドイッチ状に挟み、更に、父親が子供を抱える格好で走る70ccバイクが高級車の間を擦り
抜けて行く。しかも、親子してヘルメットもかぶっていない。タイの交通規則は実にアバウトである。
安全走行が定着している我国では決して考えられない光景だった。
　同じ路線を走る公共バスにもエアコン・バスとノンエァコン・バスがあり料金も違う。その他にも特
別なバスが運行しているというように、公共の乗り物でさえも大きな格差がある。有料道路と一般道路
を走る車の雰囲気にも確実な相違を見た思いがする。
　また、主要幹線と思われる道路では随所で改修工事や薪規工事が進行しているが、どうみてもすっき
りしない。我が国の道路工事を見慣れているせいか、どの工事現場も危険な状態で、通行人や作業員に
対する安全性への配慮が十分なされていない。
　AIDSホスピスを訪れた日の朝、我々の車も世界屈指の渋滞地域を牛歩の如く進んだ。だが、バンコ
ク市街を抜けるあたりから車が急に流れだし、目立って信号機の数が減少していった。私の感覚では10
数キロに1～2機しか信号機を見かけなくなった。そして、道路の両側に点在する貧弱な民家と癩こ、北
に伸びる国道は車幅も広く見通しも良く、とても走りやすかった。だが、路面が悪く決して快適なドラ
イブではなかった。時折目にする、工事区間の路面に木材や小石が並べられ車の進入を阻止している光
景には驚かされた。これがタイの経済状態を如実に示す姿であろう。
　車窓から眺められる光景はひたすら広大な農地と荒れた土地である。乾季であることも関係している
のだろうが、実り豊かな農作物の様子をうかがい知ることができなかった。わずかに黄色く変色した枯
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れ草が実りの時を連想させてくれた。時たま、見かける住人の服装からも貧しさを感じ取った。
　このように激しい貧富の差を生んだ社会情勢がAIDS問題に拍車をかけている現状を実感として学ん
だ気がする。
　国道沿いを、特定の距離を置くかのように商店が立ち並び、やがて消えて行くことが何度かくり返さ
れ、車はロッブリーという街に入った。ここは城砦都市として栄えた旧都で大きな遺跡を中心に街が発
展していた。街の一部には野性の猿が群がり、人間と奇妙な調和（？）を保っている。道の両側には民
家が、歩道には露店商が軒を並べ、食肉が吊るされ魚介類が山積みされている。その他、食料品や日用
品、雑貨品や衣料品等を扱う店がひしめき合っている。さながら、日本の縁日のようであった。品物は
豊富にあるが、衛生状態や鮮度は何とも言いがたい状態である。そんな中で南国特有のランを始め原色
の美しい花と独特な形をした果物だけが新鮮であるかのように思えた。店番をする子供達の多さにもタ
イの抱える諸問題を感じ取った。
　この街で一時の休憩を取った後、タイ国軍の駐屯地がある郊外まで車を走らせた。駐屯地を左に見な
がら国道を走り、車が脇道に逸れると、道は背の高い樹木が植えられている綺麗な並木道に変わり、遥
か前方に山門が見えた。駐屯地を見ながらその山門を潜ると道は急に悪くなり、轍だけが残る道路は細
かく蛇行し、道のあちこちに水溜まりが出現した。周囲の風景は大きな岩と潅木を乗せた痩せ地である。
その奥には荒涼とした丘陵が迫っている。この付近一帯は雨期になるとトウモロコシ畑に変身する。そ
んな平地が丘陵と接するあたりに幾つかの人家があり人間の存在を示している。無礼千万な表現だが、
外見的に見て決して人家と呼べる代物ではなかった。しばらくの間、こんな悪路を走り車が大きく右に
曲がると、道路はいきなり舗装した三差路に変わった。その時、道の右前方の何か施設の入り口と思わ
れる個性的な正門が視野に入った。そして、正門に面した右側の急峻な斜面には釈迦像と神聖な像の立
像や関連施設の建物が立っていた。
　バンコクの町並みと市民生活の一端を知る約4時間に及ぶドライブであった。
AIDSホスピス
　お釈迦様の立像を中央に、周囲を独特な図柄で形どられたAIDSホスピスの正門は、高さが7～8メー
トルぐらいで、ジーンズを履いた門衛が施設に出入りする車の検問を行なっていた。暫く門衛と会話が
なされた後、彼は遮断機を上げ車の入構を許可してくれた。
　正門を入ると右手一帯にはキャンプ場を連想させるバンガロー大の小屋（患者用住宅）が幾重にも並
び、小屋の前には樹木が植えられていた。左手には屋根の上に煙突が立つ大きな建物があった。後にな
って、この建物が火葬場であることを知らされるのだが・・。
　施設内の敷地には多くの樹木が植えられ、花壇にも季節の花が咲き誇っていた。そして、周辺の空地
は芝生で覆われ、施設の内側と外側とでは全く別な世界であった。しかも、施設内は不思議なほど静寂
が保たれ、作業をする人影さえ見ることができなかった。
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　このような施設に隣接する丘陵の中腹には、施設で暮らす人々の生活をじっと見つめているかのよう
に純白に輝く仏像が建立されていた。
　このAIDSホスピスは、　HIV感染者とAIDS患者の介護を目的に、1990年、ある僧侶が私的に建設した
介護施設である。その名前を、
rWAT　PRABATHNAMPU（プラバートナンプー寺院、通称、　AIDS寺）」という。この寺院では
『DRAMARASANIWESANA　PROJECT』という制度を設け、200人以上のHIV感染者とAIDS患者を収容
し、介護している。
　ベッド数は300床あるが、更に増築が進んでいる。1998年3月29日現在、男子160人、女子40人、子供
10人程がここの住人である、と住職が説明してくれた。
　ここはHIV感染者やAIDS患者の治療施設ではない。死を直視しなければならないHIV感染者やAIDS
患者が、如何に生きてゆくべきかを患者同士が共に考える、つまり、患者達がお互いに心の動揺を静め
あい、残された日々を充実して有意義な生活を送り、生き甲斐を見いださせる為に開設された施設であ
る。施設内で生活している彼等にはベッドと扇風機、それに最小限の調度品だけが入る患者用住宅（バ
ンガロー程の小屋や個室）が用意され、症状に応じて彼等なりの生活を送っている。印象的だった事は
広々とした敷地内に彼等の住宅が点在し、はた目にはとてものどかなように思えたことである。自室前
の木陰で昼寝をしている患者の姿も目に入った。その時、直接、彼等と接触する機会があれば、極めて
ホットな情報を得ることもできると思ったが、そうする勇気と決断がなかった。
　正面玄関に着くと事務所から女性が対応に出てくれた。直ぐさま、事務所内に案内されミネラル・ウ
ォーターが振る舞われ、その数分後に僧衣を纏った僧侶が現れた。この僧侶がAIDSホスピスを開設し
た住職である。彼から歓迎の言葉を戴き、我々は型通りの自己紹介を済ませた後、住職に記念品を贈呈
した。
　その後、彼は事務員にカーテンを閉じるよう命じた。4～5cm幅のプラスチック製のカーテンは即座
にスクリーンに早変わりし、コンピューターディスクに納められたCD・ROMからいきなり衝撃的な映
像が映し出された。そして、僧侶がこの施設を開設した理由を誠に穏やかな口調で淡々と語り始めた。
fAIDSの流行が激しくなったある日、私はある病院を訪れた。死を間近にした多くのAIDS患者が悲惨
な状態で病床に伏していた。その時、私は仏の道に携わる者として何らかの援助をすることが務めでは
ないかと思い、熟慮の結果、帰る家もなく、経済的に困窮しているHIV感染者やAIDS患者が安心して
過ごせる施設の開設を思い立った。
　私は医者ではないから、患者を診察し病気を治療することはできない。私に出来ることは、感染者や
患者の精神安定を図り仏の教えを説くことであった。それで、HIV感染やAIDS発症に悩む人々が少し
でも心穏やかに過ごせるようになれば嬉しい、と…　　。
　設立当時は公的機関からの如何なる資金的援助や補助もなく、托鉢やお布施による資金集めと寄進に
よって、僅かなAIDS患者の介護からお務めを始めた。しかし、ホスピスの存在が一般化すると、瞬く
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間に感染者や患者が殺到し、現在は200人を越すHIV感染者やAIDS患者を抱えるまでに規模が拡大して
しまった』と説明してくれた。
　近年になって、政府は僧侶の功績を認め、公的資金によるAIDSホスピスの援助活動を開始した。
しかし、その金額は、到底この施設で使われる費用の全てを賄える額ではない。こんな僧侶の慈善行為
に対する協力者は、次第に世界的な広がりをみせている。
　例えば、施設で働く職員も、発足当時は周辺住民の善意で賄われていたが、現在では世界各国からボ
ランティアの申し出が来るほど有名になってしまった。
　タイには寺院を中心に発展した町が多く、托鉢やお布施は有効に作用したと思う。だが、タイの社会
には、どう見てもこの施設そのものを積極的に支援してくれそうな家庭や企業があるとは思いにくい。
やはり、住職の深淵に臨む人間愛がAIDSホスピスの発展をもたらしているのだろう。施設では、週に
何度か往診してくる医者が患者を検診して薬を準備し、僧侶達が医者の指示に従い投薬している。患者
達の介護は、施設で暮らすHIV感染者、僧侶、タイ国内の女子大生、世界各地から集まったボランティ
アに任されている。
　特に感動したことは、AIDS発症を前にしたHIV感染者が、一般ボランティアと共にAIDS患者の介護
に当たっているという衝撃的な事実であった。ごく稀には、感染者同士に愛が芽生え、施設内で結婚す
る果報物もいるらしい。
　世界的にも例を見ない私設AIDSホスピスは、このようにして生まれたのである。
　ここで、施設で活動するボランティアがどんな役割を担っているか簡単に見てみよう。基本的にここ
で働く人々は全てがボランティアである。関連施設や病棟の清掃を始め、全ての雑用をこなしている。
或る女子大生は患者に食事を食べさせていた。流動食しか食べられない患者は、彼女の差し出すスプー
ンに口を近付け、満足そうにそれを飲んでいる。彼女は患者の仕草を注意深く観察しながら、患者の呼
吸にあわせて手を動かしている。また、別の女子学生は患者の身体を拭いてあげていたり、患者が締め
ているオムツの処理をしている。仏様が生まれたときには、葬式に伴う一切の仕事を賄っている。
　率直に言って、これらの仕事は今の私にできる仕事ではない。嫌な顔もせず、黙々と働く彼女達が特
別な教育を受けた、特殊な人種であるかのように思えた。しかし、誰かがやらなければならない仕事で
ある。彼女達をそうさせている動機はなんだろう。使命感・奉仕精神、私には言葉が見いだせない。
　とにかく、彼女達の献身的な奉仕活動に強い感動を覚え、その崇高な志に心底から敬意の念が沸き上
がった。
AtDS患者
　ここで、スクリーンの映像に目を転じてみよう。スクリーンには施設の風景が浮かび上がり、次々と
映像が変わってゆく。その時、私は自分の目を疑った。画面には身体が痩せ細り骨と皮だけになった
AIDS患者の見るに堪えない、痛ましい姿が映し出された。
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　ある患者にはカポシ肉腫が発生し、身体の各部位に独特な突起が形成されている。また、ある患者は
カンジタ症が顔面全体を侵略し、別な患者の唇にヘルペスが発生し、見るも無残な状態になっていた。
何かを訴えているような表情をした患者もいるが、多くの患者は無表情でベッドに横たわっている。脳
を犯され朦朧とした状態なのであろう。私が目の当たりにした最初のAIDS患者の映像である。
　その後、スクリーンには様々なAIDS患者の症状を示す映像が繰り返し映し出された。どの映像も真
菌や雑菌に犯された、AIDS患者や潅木のようになってしまった身体の無残な映像であった。私は映像
の激しさに強い衝撃を受け、激しい場面が脳裡に焼き付いてしまった。僧侶が痩せ細った患者の脚や膝
をさすりながら親しげに話す映像はとても印象的で、語り口は終始穏やかであった。悟りを開いた彼の
人柄を表わしているに違いない。
　住職は一連の解説を終え、施設内を見学するよう勧めてから事務所を退室していった。私は合掌し、
住職と別れの挨拶を交わした。その直後、一人の男性が事務所に現われた。
　施設の案内役を務めてくれるボランティアのウッディーさんで、彼自身もすでにHIV感染者であると
告白してくれた。ウッディーさんに案内されて施設内を見学している時、東屋を思わせる憩の場で、感
染者か患者が家族と面会をしている光景に出合った。
　ウッディーさんの話によれば、彼等は気が向くと卓球をしたり、人形を作ったり、裁縫をしたり、簡
単な工芸品を製作して毎日を過ごしている。製作室にはミシンを始め様々な機材が並べられ、彼等は積
極的に活動している、という。
　しかしながら、AIDS患者の臨終はほぼ日常的で、多い日には数名の仏様が生まれるという。幾つか
の建物には2種類の枢が準備され、いつでも運び出せる状態になっている。そして、正門の横の建物に
は火葬場も併設され、葬儀が行われる毎に活用されている。
　茶毘に伏された遺骨は骨箱に移された後、記名された白い布に包まれて納骨場に安置され、家族が引
き取りに来るのを待っている。しかし、遺骨を引き取りに来る費用もない家族も多いらしく、孤独な遺
骨が納骨場の窓付近まで積み上げられていた。不幸にして引き取り手が来ない遺骨は共同で埋葬される
そうだ。そんな遺骨の霊を慰めるかのように納骨場には祭壇が設えてあり、その上段には膝元に遺骨を
抱えた仏像が優しくほほ笑みながら鎮座している。こんな無造作に遺骨が置かれている状態に私は息を
呑んだ。
　最も悲惨だった光景はAIDSの症状が進行し、今にも壊れそうな身体のAIDS患者が窓を全開にした蒸
し暑い特別病棟に収容され、互いに姿を見つめながら無言のままベッドに横たわっていたことである。
扇風機だけが喩る蒸し暑い室内で、・…　　Q
　胸に手を当てて瞑想しているような患者や、半ば意識を失ったかのような状態でベッドに横たわる
AIDS患者の姿が痛々しかった。自力で排泄物の処理もできないのであろう、殆どの患者が“オムツ”
をしている。男性患者の多くは上半身が裸であった。暑さのためなのか、それとも、身に纏う寝具も無
いのであろうか。けだるさを和らげる為に組まれた脚が古びた潅木のように思える。また、半数近くの
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患者は枕元やベッドの側に小さな包みを置いている。恐らく彼等にとって大切な品物が入っているのだ
ろう。
　こんな特別病棟の出口に面した一室は、結核に犯された患者の特別室になっていて、上腕部に入れ墨
をしたAIDS患者が虚無的な表情で空を眺めていた。結核は他の患者に感染すると致命的疾患になるの
で隔離されているのである。特別病棟には20以上のベッドがあり、様々な向きに配置されている。どの
患者も貧しさの為に高価な薬品を買うゆとりがなく、HIVの繁殖を阻止する術もないまま、身体は衰弱
し瀕死の状態になって行く。日頃、注目されないか弱い細菌や真菌が、あたかも強烈な力を持つ病原菌
であるかのような錯覚をうけてしまう。AIDS患者はこのような環境の中で、彼等に残された最後の
日々を虚無的で、悶々とする気力さえ失せたような状態で毎日を過ごしている。
　こうした現状を前に私は絶句した。しかし、その現実を直視しなければならなかった。AIDS患者の
悲惨な現状が目の前にある。今、特別病棟を住まいにしている住人は何を回想しているのだろう。施設
内の別棟にはもっと強烈な症状で苦しんでいる患者が収容されているのを思うと、私は健康で生きられ
る大切さと歓びを至福として感じた。
　施設内を歩きながら、私は何げなくウッディーさんに無礼な質問をぶつけてしまった。『どのような
経緯でHIVに感染してしまったのですか』の問いに、彼は爽やかな表情で、『私はゲイなのです』とい
う答を返してくれた。立派な英語を話すインテリである。
　その後、彼は自分が寝起きしている自室に私を案内してくれた。そして、綺麗に整頓された室内で彼
は『AIDS患者は私の未来の姿です。私も何時か誰かの介護を受けなければなりません。私が働ける問
は彼等の介護をするのです』と、独り言のように話してくれた。
　何時、AIDSが発症するか判らない不安な日々をAIDS患者と共に過ごす、しかも、死に直面した患者
と共に生活する気概は何処から生まれたのだろう。その原動力が偉大な僧侶の教えの中にあることだけ
は間違いない。ウッディーさんは正にAIDS患者と語り、HIVと共に生きているのである。彼のAIDS発
症が永遠に起こらないことを祈った。【しかし、4カ月後（7月末）、私が再度この施設を訪れウッディー
さんと再会した時、残念なことに彼の身体のあちこちにはAIDS発症を示す“カポシ肉腫”が現われ、
更に、町の病院に1週間、結核性疾患で入院していたことを知らせてくれた。ゼスチャーを交えながら
『私の生命はもう長くありません。AIDSの症状が出始めました』と、やや細くなったと思われる顔に僅
かな笑みを浮かべながら近況を話してくれた。加えて、4カ月前、特別病棟でベッドに伏していた患者
の姿は、一人たりとも見出すことができなかった。
　更に、驚いたことに3月末、ボランティアとしてAIDS患者を介護していた一人の感染女性が、無情に
も特別病棟の住人となってベッドに伏していた。また、若い世代のAIDS患者が増加している事実に、
AIDSの恐ろしさと深刻さを感じた。
再度の施設訪問で、AIDSホスピスの悲惨な現実を目の当たりにすることになった。】
　近い未来、必ずや僧侶の情熱は医療科学によるAIDS治療薬の開発・発見という朗報によって報われ
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ると思う。一日も早い完治薬の発見を願わずにはいられなかった。
　施設内の見学を済ませた私は、動揺と興奮の余り十分な挨拶もできぬまま、案内役を務めてくれた感
染者、ウッディーさんを「AIDSに負けないで元気でお過ごしください』と励まし、丘陵の中腹に建立
されている仏像に合掌しながらAIDSホスピスを後にした。引
　この時『何の躇や抵抗もなく何故、我々を簡単に特別病棟に案内してくれるのだろう』という素朴な
疑問が生まれた。その直後、私はその答を見いだしたような気がする。
　どうやら僧侶は我々を“見舞い客”として扱っているのである。つまり、貧困家庭の家族は経済的理
由から見舞いにも来られない。そこで、我々を見舞い客として扱い、患者の気分転換を図っているので
あろうと、自分なりに勝手な結論を出してしまった。
　タイでは輪廻転生の思想が庶民に定着し、『人は来世に生まれ変わる』と信じている。ウッディーさ
んも『今世はこんな状態になってしまったが来世には別な生き方をする』と言明していた。僧侶の説法
によるところが大きいと思う。私が考えるより彼の表情が明るかったことに、せめてもの救いを見出し
た思いがした。輪廻転生の思想に安住の地を求め、不治の病に闘病生活を強いられ、HIVと共に姿を消
す患者の、正に来世のご多幸を祈らずにはいられなかった。そして、バンコクへの帰路は長い道程にな
った。
我々の仕事
　ひるがえって、毎日、十代の子供達と接して行くなかで、我々教員に与えられた一つの使命は、
AIDS発症が示す本当の姿を包み隠す事なく彼等に理解させ、忌まわしいHIV感染から彼等を守る為の
指導をすることにある。幸運にもホスピスの僧侶から提供されたAIDSの症状を示す貴重なVTRと撮影
を許された特別病棟に横たわるAIDS患者の痛ましい写真を有効に活用し、　AIDS指導をしていこうと思
っている。
　我々はとかく人道主義という壁に阻まれ、重要な部分を隠してしまう傾向があると思う。率直に言っ
て、そのような指導では真実を伝える事はとても困難である。また、我々は常に自己改革をしながら前
進してゆかねばならない。今、生徒達に必要なのは、自然なAIDSの姿や真実を知らせる事である。生
徒に不要な不安を与えるという懸念もあるが、本来のAIDSの症状を知らせることによってリスキィー
な行為が慎重になれば、感染症の予防や抑制効果にもなると信じる。
　私は僧侶の誠意を無駄にしたくないから、彼の意を踏まえ、問題のVTRと自己製作したスライドを担
当学年の生徒に見せたが、彼等は最大級の衝撃を受け、多くの生徒がAIDSに対する認識が変わった、
とノートに書き記している。勿論、私もその一人である。
日本の貧困時代
　ここで、明治維新後の日本に目を転じてみよう。国学院大学名誉教授で文学博士、樋口清之先生の著
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書『おもしろ雑学日本史・・三笠書房発行』のなかに、次のような興味ある報告がある。以下はその要
旨である。
『江戸時代は身分制度があったものの旗本御家人の実態は士農工商、と続く身分階級の商の下に位置し、
普通200石扶持以下であった。200石扶持とは米が200石取れる程度の土地を与えられていたわけで、現
実にはその土地で収穫された米の中から税を支払わされるから残された米が収入となった。しかし、全
ての収穫米を農家から取り上げる事もできないので、収穫の半分を取って100石程度が本当の収穫にな
った。
　やがて幕府や藩が困窮してくると旗本は御家人の禄高から何割かを借りることになる。借りると言っ
ても実際は取上で、こうなると御家人の生活は更に悲惨な状態となりその日の生活にも支障をきたし始
めた。だから、御家人の多くは傘張り、ちょうちん張り、謡い、読み書き指導等の内職をしていた。こ
んな状況のなかで彼等の生活は益々、厳しい状態になった。明治維新を迎え、禄を取り上げられた御家
人の生活はどん底となり日々の生活にも困り果てた。その結果、娘達は体を売って金銭を得て家族の生
活を支える以外なす術もなかった。何と17，000人程の御家人の娘が売春婦になった』という。
　武士は食わねど高楊枝とは何時頃、生まれた諺なのだろう。
　こんな時代にAIDSが流行したら、タイと同様な事態に陥ることになったであろう。
タイのAIDS問題の背景
　さて、話をタイに戻そう。1992年2月、タイでクーデターが起きてから数年、政治と政治家は大きく
変化した。しかし、タイの社会は何も変わらず、かえって庶民生活の混乱を拡大させた。政治は信用を
失墜し、経済状況も悪化し、工業製品も相次いで高騰した。通貨、バーツの下落は工場の生産停止を引
き起こし、多くの失業者を生んだ。その結果、バンコクで働く出稼ぎ労働者達も職を失い、失業者はス
ラムを形成していった。そこに、貧困とA互DSが絡み合った一大問題が生まれてしまった。
　そこで、タイ北部に位置する国境の町メーサイとチェンライ県の由地で暮らす山岳民族、更にバンコ
ク市内のスラム街、クロントイ地区で生活する人々の現状を覗いてみよう。
　チェンライ空港では、青年海外協力隊の柿原理香子さんがドライバーと共に我々を出迎えてくれた。
空港の周辺はさながらJRのローカル駅を思わせるたたずまいで、旅客ターミナルを出ると、駐車場には
拾数台の車がパラパラと止まっているだけで、店らしい建物もなく、欝蒼と雑草が茂る土地が広がって
いた。空港に続く国道沿いもほとんどが荒れ果てたさら地で、そんな中にみすぼらしい民家が点在して
いた。
　柿原さんの話によると、クーデターの後、表面的に民主化が広がり、タイ流バブル期が訪れた。その
頃、バンコクの富豪達はこぞって空港周辺の土地を買いあさり、リゾートマンションの建設を計画した。
しかし、バブルが崩壊した今、訪れる人もなく土地は放置され荒れ放題、ご覧の有り様です、とその経
過と現状を説明してくれた。
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　金持ちの投資が失敗し、タイ北部の農民に大きな打撃を与えてしまったのである。
　こんな社会現象と並行して、バブル期を契機に発生した消費経済は、貧しい家庭を直撃し、この地域
に住む人々の生活をさらに困窮させた。元来、この地域で暮らす若い女性は性産業に就く傾向が多かっ
たので消費渦はその習慣をより激化させてしまった。
　一説によれば、タイ北部で暮らす人々の平均年収はバンコクで暮らす人々の八分の一にも満たない状
況になった、といわれている。
　そこで、売春業者は貧しい住民の弱みに付け込み、中学校を卒業する少女達を性産業に引きずり込ん
でしまった。このような現実を憂慮していたタイ北部の出身者、ソンポップ氏が現状を調査をした結果、
多くの問題が浮上した。そして、タイ北部の生活環境に大きな要因があることを突き止め、その原因は
“貧困と無学”である、と結論づけた。しかし、その誘因は1990年代の半ばまで合法化されていた、『親
が子供を売る因習」が生き続けていたことにほかならない。こんな現状の中で農民や山岳地帯で暮らす
山岳民族の子供達を援助する試策が検討され、養育施設、（DEP・DAUGTHER旦DUCATION
？ROGRAM・娘達の教育プログラム）が開設されたのである。
　この養育施設で活動する柿原さんは、佐賀県出身で大学を卒業した後、大企業に勤務したが、学生時
代に当地を訪れたとき、ソンポップ氏の企画と子供達と交流するボランティアの姿に感銘を受け、熟慮
の結果依願退社し、1996年6月、養育施設のボランティアとなってタイで活動を始めた。
　ソンポップ氏の構想《村の子供達を健全な形で育てる為に、学校に在籍している間に何か職を身につ
けさせる活動等》に感銘を受けこの仕事に就きました。養育施設周囲の治安は決して良くありません。
夜聞の一人り歩きは絶対禁物な地域です。給料で食べて行くのが精一杯、欲しいものを買う余裕はあり
ません。不足分は近くの町で日本語教師のアルバイトをして収入を確保しています。苦しい時もありま
すが、止める気持はありません。住まいは施設の近所に家を借り、数人の仲間と暮らしています。この
施設が開設されて約10年になるが、発足当時は4人だったという事務所も現在はメンバーも増え、立派
なオフィスになりました、とボランティアになった動機と現在の生活状況を説明してくれた。
　また、部屋の中央に置かれた机の周囲には20脚程の椅子が並び、部屋の隅には各種のOA機器も整備
されていた。そして、周囲の壁には各種のパンフレットや世界各地からの便り、施設で暮らす子供達の
作品、それに、施設の卒業生の個人写真等が貼られていた。
　柿原さんのタイの状況説明は的を得ていてとても分かりやすかった。説明を受けている間にかかった
電話に手際良く応対する様子に柿原さんの仕事振を垣間見た思いがした。
養育施設
　この養育施設は国道を逸れ細く荒れた路を車が走り、粗大廃棄物が野積みにされている広場前を通過
した所にある。施設周辺は農耕地と思われるが、土地は痩せている。日本でも廃棄物が社会問題となっ
ているが、タイではどうなのだろう。この広場を迂回した所に周囲の雰囲気とは似つかない立派な垣根
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があった。我々が目指す養育施設である。
　施設の入りロには男女を象った木製の人形が置かれている。これは日本の神社でも必ず見られる“こ
ま犬”と同種のもので、悪霊から身を守る魔よけの役目を果たしているという。
　施設では子供達を親元から離し、集団生活をさせながら教育活動を展開している。5～6人に1棟が準
備され、寝食を共にし、差別や区別なく生活が営まれている。室内に調度品はなく、毒虫からの害を防
ぐために蚊帳が吊られてあった。施設内では、識字教育を始め家庭の問題、将来の仕事、少女売春、
AIDS問題等、彼等の生活に直結する諸問題を討論させ、意識改革を図っている。
　また、付属施設として、子供達が現金収入を得られるように職業訓練所を併設し、洋裁、刺繍、機織
り等、手に職を付ける訓練が行われている。訓練所は幾つかの部屋に分かれ、ミシンや機織り機が設置
され、その前で少女達が明るい笑顔で訓練に励んでいた。最近では職業訓練所で製作した商品が観光施
設で販売され、現金収入を得られるまでに成長した。
　我々が施設内を写真撮影していた時、少女達が炊事場のような所で鍋を囲み、お喋りをしながらバナ
ナ菓子を作っていた。バナナをスライスして空揚げする簡単なお菓子である。少女から『食べてみない
か』と差し出され、何枚かを口に入れてみたがとても旨味かった。地域のお祭りには子供達の両親も招
待され、施設の関係者全員で祝うという。
　帰り際、私は一人の少女にr刺繍が上手だね』といったら満面に笑みを浮かべて、
『コップクン（ありがとう）』といって手を振ってくれた。
　開設当時は親の利権に絡む問題もあったのでかなり強い抵抗を受けたが、施設の職員やボランティア
の地道な努力はやがて、心ある親や多くの指示者に強い刺激を与え、地元民の間に定着するようになっ
た。こうした施設の功績を地域住民が徐々に理解し始めている。
　最近になって、施設を積極的に評価する住民が多くなり、娘の入所を希望する親も増えてきた。しか
し、その数はまだ満足する数ではなく今後も啓蒙活動を続け、施設の卒業生が活躍し、施設の評価を高
めていかなければならない。同時に、活動資金の調達や施設の充実、指導者の確保も必要で、多くの課
題が残されている。
　現在では日本のNGO（民間援助団体）から年間、数百万円の資金援助を受けられるまでに成長した。
また、在タイ日本大使館の援助でミーティング・ルームが建設された。
　1994年3月、タイ政府はソンポップ氏の業績を称え、リークパイ首相は彼を表彰している。養育施設
は予想以上の評価を受け、更なる方向に発展し始めている。
無学な人々を襲うもの
　タイ北部では、現在の自然環境から判断して、十分な農作物の収穫は望めそうにないし、都市部のよ
うに工場もない。現金収入の道はトウモロコシ、ライチ、ショウガ畑といった限られた場所で働く他に
ない。そして、大人が一日働いても、せいぜい50～60バーッ（180円程度）、建設現場で働いても150バ
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一ッ程度の収入にしかならない。だからといって、広大な痩せ地を開墾するにはどれほどの困難を伴う
か想像しても余りある。加えて、この地域には耕作機械が少ないので農作業は人手を頼らざるを得ない。
貧しい農家の親は伝統的に労働力としての子供を生み、育てる。当然、養育には手間と費用がかかり、
生活を圧迫する。義務教育化が進んだ今も学用品、制服、1お弁当等を準備できない貧しい家庭も多い。
そんな家庭の子供はいじめを受け卒業を前にして学校を止めてしまう。
　結果として、十分な教育も受けられないまま就労年齢に達する。従って、生活を潤すに足りる十分な
収入を得る仕事も見つけられない。こんな彼等の多くは、男子は労働者になったり、修行僧として寺院
に出され、手に職を持たない少女は性産業で働く以外に現金収入を得る方法はない。時として、両親が
それを依頼する場合もあると聞く。専門家によれば、
　シャン（ラオス北部の州名）出身の女性ラーは、母親から『もし、あなたも家族のために家を建てた
いのならば、他の娘と同じように町に働きに行くべきだ』と言われ、母親に腹を立てました。しかし、
母親は泣きながら『あなたは家族のために何にも犠牲にしていない』と私に文句を言いました。だから、
私は売春宿で働く決心をしたのです。
　今では家族の皆が私にお金をねだります。兄は一度も家族を養ったことがありません。私がどんなに
辛い仕事に耐えているか家族は判らないのです。誰でもいいから体を売ること以外に出来る仕事があっ
たら教えて欲しい、と話していたという。
　気の毒なことに彼女は今、HIVに感染しているのである。このように、性産業に従事した女性達は身
体を売って親元に仕送りする。時として素晴しい家を建て両親を喜ばせることもあり、彼女達は表面的
にはそれで納得しているように見える。しかし、彼女達の支払う代償は余りにも大きい。性産業で働く
精神的打撃、安らぎのない生活、HIV感染、　AIDS発症、闘病生活、そして行きつく先は死である。
　タイの倫理観が親に対する献身を徳目としているが、女性に対する古来の倫理観を変革しない限りこ
うした不条理な現状を救う道はないようだ。また、次のような例もある。21才のスリマは両親のために
最近、チェンライ県、メーサイに土地を買い、数カ月後には小さな家も建てる予定だが、どのようにし
て購入資金を調達したか話してくれた。『私は3年間、売春宿から別の売春宿へと転々とする辛い仕事の
後、やっと私の夢を実現させることができました。もうすぐ家族が一緒に暮らせるようになるので
す』…　　と。
　しかし、スリマはその生活を充分楽しめるほど長くは生きられない。彼女はHIVに感染してしまった
のである。いずれ、彼女は病死し、家庭は崩壊、家族は離散してゆく。
　ここで、家庭・会社崩壊の典型的な例（1994年、アフリカ）を示しておこう。
◆　家庭の崩壊（ルワンダ）
・　夫のHIV感染
’　AIDS発症・．
・　夫の死亡
・・ ﾈは夫の介護
・・ 燻Yは夫の実家へ
◆会社の崩壊（ザイール）
・　熟練労働者（鉱山労働）のHIV感染
・　会社幹部・現場監督のHW感染
・　彼等のAIDS発症、死亡
一76一
　・　経済的困窮　　　　　　　　　　　　　　・　熟練労働者・幹部の減少
　・　妻のHIV感染…　　子供が介護　　　　　・　会社の機能喪失（生産量の落ち込み）
　・　妻のAIDS発症・・子供が仕事　　　　　・　経済破壊（倒産）
　・　妻（母）の死亡　　　　　　　　　　　・　工場労働者は農業へ
　・　家庭の崩壊　　　　　　　　　　　　　・　貧困社会の誕生
　・　AIDS孤児の誕生　　　　　　　　　　・　犯罪の発生
（参考文献　広瀬弘忠著　日本放送出版協会　人間にとってエイズとは何か）
山岳民族
　黄金の三角地帯、と呼ばれるタイ北部の山岳地帯には幾つかの山岳民族が暮らしている。彼等はタイ
人と顔付きも違い独特の文化を持っていて、周囲の異種族と文化的交流を持つことはない。この周辺で
暮らす山岳民族は3～4種族だ、と聞いた。
　私が訪れたケンチャ村にはll世帯、約50名の山岳民族が住んでいた。ここは象を飼い馴らす民族とし
て有名なカレン族が住む村で、この10年間、トレッキングを愛好する人々が世界各地から頻繁にこの村
を訪れるようになったらしい。
　同時に、この村は象の背中に乗ってジャングルを歩くトレッキングと竹製の筏に乗って、川を下るバ
ンブー・ラフティングの中継基地になっている。従って、周囲の村に比べて人の往来は盛んであるが、
生活そのものは質素である。子供達は素足にTシャツを着ているだけで、男の子はパンツもはいていな
い。そして、村の庭では鶏やイノブタが放し飼いにされ、盛んに餌を漁っていた。ただ、私がケンチャ
村に泊まる前日に宿泊したポンノイ村とは異なり、アカ族と呼ばれる種族の女性行商人が、観光客に民
芸品を売りに来ていた。
　驚くことに、アカ族の村からケンチャ村まで、徒歩2時間ぐらいかかるそうだが、彼女達は毎朝、決
まった時間に村にやって来る。極度に現金収入が少ない社会ではこれ程までして、現金を得る努力をし
ているのである。彼女達が一日働いて、幾らの収入になるのか検討もつかないが、山道を往復して仕事
をする様子に、人問が収入を得るために行う仕事の原点と厳しさを見た思いがした。彼女達は夕暮れま
でケンチャ村で時を過ごし、日没が迫る頃、山道を帰って行く。不思議なことに、彼女達は如何なる理
由があろうと、異種族の村に宿泊することはないという。当然、異種族間の結婚話はない、と聞かされ
た。
　アカ族は町に出て行商をする傾向が強いようだが、基本的にはどの山岳民族も、比較的小さな集団毎
で定住し、自給自足の生活をしている。そして、彼等の中には季節によって住居を変える習慣もあるの
で、場所を移動した回数で年齢を決める種族もあるという。故に、自分の年齢もはっきり覚えていない
入も多い。気の毒なことに、彼等に国籍はなく、学校に通う習慣もない。当然、成人に識字能力はなく
文字による意思疎通は困難である。でも、いくらかの種族には、ようやく学校に行く習慣が根付きつつ
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あるようだ。
　とはいうものの、彼等の日常生活は原始そのもので、太陽の動きに合わせた生活が営まれている。家
の炊事場にはコンロと鍋、それに最小限の食器があるほか、台所用品類はほとんど無く、食料も怪しげ
な物と野菜があるだけだった。
　ゲストの食事は、朝がトースト、昼はチャーハンやヌードル、夜はインスタント・食品（シチュー・
カレー類）とお茶がメインだった。夜はローソクだけが灯りで、その1本が消えると暗闇となる。ただ、
夜空に輝く満天の星と樹木の周辺で乱舞するホタルの光は素朴な自然な美しさを誇示している。綺麗な
星の光と暗闇に光る淡いホタルの光りの競演が今でも鮮明に蘇ってくる。私は山岳民族の貧困状態を目
の当たりにした気持がした。
　こんな生活をしている山岳民族に売春ブローカーが近付き、親を説得して子供達を歓楽地へ連れて行
くようになってしまった。山岳民族の中には現金を見せられると、いとも簡単に申し出を受け入れてし
まう親もいるらしい。特に若い娘が相当な高額（15，000バーツ・・タイの平均的年収以上・・から8．000
バーツ）を得られる、と言う訳で、こんな大金になるのならば性産業に行かなければ損だという風潮も
あると聞く。この時点では彼女達も決して、売春婦になろうとは思ってもいない。しかし、手にした現
金をみると・…。そこに落とし穴が待っている。困ったことに山岳民族には性に対しておおらかな風俗
習慣があるという。彼等の性風俗がAIDS問題に拍車をかけているともいえる。
　また、性産業に関する次のような記事がバンコク・ポストに掲載されていた。
『教育を受けていない山岳民族は無学だからHIVに感染しやすい。セックスの後、薬を飲めばAIDSの予
防ができると信じている。おまけにタイ語が充分に解らないことや、常に売春宿を移動していて一ヵ所
に滞在する期間が短いこともあって、HIVやAIDSの知識も得にくい。たとえHIVに感染しても彼女達に
は言葉の壁があって正確な情報が伝わりにくい』…　　と。HIVに感染した女性が集落に戻り（既に、
戻り始めている）一族に感染させたら、彼等の識字能力と外部の言葉を解さず独自の言葉を使う生活習
慣から瞬く間に一族に広がり、部族存続の危険性をはらむ重大問題に発展しかねない。
　今後の問題としては、AIDSの広報活動と地域に根差した産業育成、更には彼等が国籍を取得し、タ
イ人と同じ待遇で働けるよう関係機関に嘆願する運動を展開することだ。
　また、山岳民族も自分達の文化に執着せず、積極的に教育を受け、異質文化を吸収しながら自らを高
めて行く努力と実践が必要であろう。
　AIDSは教育水準の低い地域や貧困に喘ぐ人々を自然淘汰しているようにさえみえる。
畷
　世の中には信じ難い現実があるものだ。そこで、麻薬に関する一例を紹介しておこう。タイ北部に住
む住民の中には、家庭の生活を支えるために麻薬の売人となり、こともあろうに、子供が通っている学
校で、子供に麻薬を販売させ、現金収入を得ている家族があるという。ただ、彼等にとっての麻薬は我
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々が概念的に思っているものとかなり違った意味合いを持っているようだ。
　我々の山岳トレッキングのガイドをしてくれたノムさんが、次の様にその事情を説明してくれた。こ
の話は、厚生省職員、清水さんが話してくれた麻薬の話と符合している。
　『以前、我々の住む山はその季節になるとケシ（アヘンの原料）の花が咲いて綺麗だった。しかし、
最近はそれを見ることも出来ない。アヘンは山岳民族にとって大切な必需品です。あなた方がタバコを
吸う感覚と何ら違いはありません。タバコもアルコールもアヘンも度を越せば中毒になります。我々の
仲間には日常的にアヘンを吸っている人もいますが、周囲の人に迷惑をかけません。何の娯楽用具もな
い山岳生活に取ってアヘンは貴重な嗜好品で、疲弊しきった我々に一時の安らぎを与えてくれます。
我々はアヘンを自給自足していますが、最近は山岳地帯でもアヘン1グラムが50バーツもするようにな
りました。この値段も密売人が高騰させたのです。確かに一部の山岳民族はアヘンを密造していますが、
それは山岳民族が望んだことではありません。ただ、我々にとって50バーツは大金です。そのアヘン1
グラムがバンコクで500バーツに跳ね上がることは驚異です。警察は監視を強めているようですが、山
の中には人知れぬ道があり、売人は監視の目を盗んでアヘンを仕入れに来ます。警察はケシの花が咲く
頃、ヘリコプターを飛ばして空からケシ畑を確かめ枯れ葉剤を散布しに来ます。しかし、山岳民族には
対抗する手段もありません。アヘンに対する警察の対応は、我々，山岳民族にとって死活問題なので
す』・・と。
　山岳民族の歴史をひもといても、常に少数山岳民族が犠牲を強いられ、農耕地や住む土地を追われ、
生活圏を脅かされてきた事実がある。私はこの話を聴いてアヘンに対する考え方を、一部，修正する必
要に迫られた。
　つまり、わずか数日ではあるが、タイ北部で暮らす山岳民族の生活を覗いてみたが彼等が生活を楽し
んでいる様子など一切、見ることができなかった。彼等の生活は、毎日が野山を駆け回り、食料を確保
する為の活動に終始し、なんら野性動物と変わらない生活をしている。疲労困娘した心身を癒すために、
彼等が一時的な安らぎをアヘンに求めても決して不自然ではない。その行為は全てが次の日の生活のた
めであり、自分達の興味とか快楽を求める気持があって麻薬を吸っているのではないように思う。長い
歴史の中でアヘンは彼等の生活の一部になっている。そのために彼等がアヘン中毒になっても・・であ
る。
　こんな背景があるから、自分の子供に学校で麻薬を販売させる発想が生まれると思う。だから、現地
の教員達もそれを規制し、指導する有効な手立てが見つからないと言う。
　しかし、こうして育てられた子供達が親となり、再び自分達の子供にも同様な要求をするのかと思う
と実に切なく、やり切れない思いがして仕方なかった。
　むしろ、文明人がアヘンを利用して様々な悪事を繰り返すことのほうが問題だと思う。彼等に対し関
係機関がアヘンに代わる“X”を提供しない限り、一方的にアヘンの生産禁止命令を出すのは酷な気も
する。従って、この措置は山岳民族だけに犠牲を強いることになる。一方的なアヘンの禁止は彼等の生
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存権を侵害することになりかねない。
　山岳民族にとって種族は国家であり、彼等は独自の文化を継承している。この措置は山岳民族に対す
る内政干渉とも解釈できる。山岳民族にアヘンの生産を止めさせたいのならば彼等に国籍を与え、タイ
人として生活出来る政策を施行することこそ先決問題ではないだろうか。
　タイ北部で暮らす人々の生活は、衣・食・住共に想像を絶するものがある。HIV感染者やAIDS患者
が北部出身者に多い、というWHOの統計発表も悲惨な生活の状況を裏付ける結果となっている。保健
省も今世紀末にはAIDSが主要死因になると公表した。
　ここに、保健省が公表した2種類のデータを示しておこう。（タイの人口は約6，000万人　1996年）
　　AIDS患者数・死亡者数の地域別累計値（1984年9月～1997年10月）
地域
北　部
中　部
東北部
南　部
合　計
AIDS患者数
　31，435人
　25，980人
　10，091人
　　5，269人
　72，775人
地域別割合
　43．19％
　35．70％
　13．87％
　　7．24％
　　100％
AIDS死亡者数
　　　9，389人
　　　6，902人
　　　1，990人
　　　1，432人
　　19，713人
地域別割合
　48．27％
　34．35％
　10．25％
　　7．13％
　　100％
推定予測数（National　Economic　and　Socia1　Development　Board　Working　Group，1993）
1993年　　　　　　　　　　　　感染者推定累計数
1993～1997年　　　　　　　　発症者推定数／年
2000年　　　　　　　　　　　感染者推定累計数
2003年　　　　　　　　　　　患者推定累計数
　　700，000人
6，000～30，000人
　　1，300，000人
　　470，000人
　尚、同省が入手したAIDS患者の報告データによると、患者数は一貫して増えており、
　　1994年のAIDS患者は13，405人で、過去10年間の合計を上回った。
　　1995年のAIDS患者は19，455人（6，050人の増加）
　　1996年のAIDS患者は21，074人（1，619人の増加）となっている。
　AIDS患者の推定数
　　1998年1月現在：78，256名（そのうち　死亡者　20，737名）
　　　　　　　　死亡者の内訳　男　63，856名　女　14，400名
　　　　　　　　男女比は4．4：1となっている。
　　　　　　　　　（上記以外にHIV感染者の届出累計数　32，485名）
性産業と業者
　最近、売春宿の経営者は口を揃え、『タイ北部の農民が扱いにくい存在になってきた』と嘆いている
という。つまり、政府や関連機関が継続的に行ってきた売買春撲滅キャンペーンがようやく効果を上げ、
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歓楽街で働こうとする女性の供給に変化を及ぼし、性産業に就くタイ人女性の数を急激に減少させてい
るのである。
　マヒドン大学の研究者達は昨年、40以上の売春業者を調査した結果、タイ北部の出身者で性産業に入
ったばかりの少女を一人も発見することができなかった、と伝えている。ようやく関係者の努力が実り、
遅まきながら彼等の社会に胎動を与え始めたようだ。
　これに対し、罪ある男性の需要は衰えを見せず、その勢いは収まりそうにない。男性の意識改革こそ
強く求められよう。
　こんな現状の中で、売春ブローカー達は次なる対抗措置を考えている。つまり、彼等はミャンマー・
ラオス・ベトナムといった、より貧しい隣国の少女を歓楽街に連れて来る現象が増えてきた、と1997年
5月13日発行のバンコク・ポストが掲載している。
　この中で12年間売春宿を経営している40才のヌックは次のように語っている。rシャンの少女達は優
しく柔順だ。それに比ベタイの少女は頭痛の種だ。酒は飲むし、金遣いも荒い。賭け事はやるし時には
俺達をだます奴もいる。俺はもうシャンの少女しか雇いたくないしその方がやり易い。奴らには言葉の
壁もあるのでなお柔順になる」…　　と。
　専門家の調査によれば、控えめに見積もっても1万人を越える若い女性がミャンマー、ラオス、カン
ボジア、ベトナム、中国南部からタイに入国しているという。
　たいていの場合、国外から連れて来られた女性は国境付近の町（メーサイ等）で仕事を始め、タイ語
やタイ人を知るようになると他地域の売春宿へ移送させられる。従って、関係機関が緊密に連絡を取り
ながら監視体制強化を図る必要がある、と結んでいる。
　しかし、こんな対策とは裏腹に次のような悲惨な出来事も後を絶たない。rある日、タイ南部のリゾ
ート地、プーケット島近くにある売春宿で火災が発生した時、その焼け跡から鎖につながれた少女達の
焼死体が見つかり、大きな社会問題となった』こんな事件も氷山の一角なのだろう。残念だが、これが
少女売春の実態なのである。
　このような現状をみて私が疑問に思うことは、これ程大きな社会問題（人権・AIDS問題）が発生し
ているのに関係省庁は何故、法律で禁止しているはずの性産業を放置したままにするのだろう、という
ことである。（売春の摘発は実施されているのだが・・。）
　だが、専門家の間では市民社会が貧しい為、治安当局者でさえも売春業者に加担し、賄賂をもらって
外国人女性の入国等に便宜を図っている、とも言われている。また、外国人少女を乗せたトラックやバ
ンに警官が同乗している場合もある、と公言されている。従って、この問題がそう簡単に解決するとは
思えない。腐敗の芽は誰が摘み取るのだろう。
　また、単なる『コンドーム運動』を広めても、これ程根が太くなったAIDS問題を短期聞で解決でき
るとは思えない。要は社会規範の成長に加え、最終的には完治薬の開発を待たねばならないが、せめて、
その時期が来るまで、外国資本を導入してでも女性が安心して働ける場所を確保するような方策を考え
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て欲しいものである。タイは近代国家でありながら、貧富の差が極めて大きく、富の分配が最大の難問
となっているように思える。
　やはり、最も大切なことは教育行政の徹底的実践と貧困問題の解決だと思う。
貧困家庭の子供
　さて、タイ北部の町メーサイには児童の『物乞い』という社会問題が横たわっている。スラム現象の
一形態なのであろうか。ストリート・チルドレンと一線を画すのだろうか。fTHE　CITY　OF　GOLDEN
TRIANGLE』と書かれた看板のある町メーサイはタイがミャンマーと国境を接する町として知られ、年
間を通して多くの観光客が訪れている。町の雰囲気は観光客を相手に得体の知れない珍品を販売する商
店が立ち並ぶ活気を呈する町である。南北に走るパホンヨーティン通りを中心に町が広がっている。
　タイとミャンマーは国境となるサーイ川に架かる一本の橋で結ばれ、橋の両端にあるイミグレーショ
ン（簡易検問所）で、パスポートのコピーを提示し、5US・ドルを支払い、手続きをすれば簡単に国境
を越えることができる。国籍を持つ国境付近の住人は通行証持っていて日常的にこの橋を往来できるが、
無国籍者はこの橋を通行できない。
　ただ、橋の上には物乞いをする多くの子供達がひしめいていて、観光客が通ると彼等が手をすり合わ
せてながら近寄ってくる。柿原さんの友人が教育施設の職員なので子供達に『今日は私の友達が来るし、
恥ずかしいから物乞いしに来ないでね』と、言ってあったそうだが幼い弟妹を背負った子供達が橋の上
を往来していた。
　これとは対照的に、綺麗な身なりをした子供が買物をする光景を見たが複雑な気持がした。
　柿原さんから“絶対にお金を上げないでください”と言われていたので子供達の行動を無視すること
にしたが、子供達に混じって物乞いする老婆の姿にやり切れない思いがした。
　ここで、もう一つ、メーサイで見た少年労働の一例を紹介しておこう。
　国境となるサーイ川は川幅70メートル程の山間を流れる川である。ミャンマー領を見下ろせる岸辺に
数個の簡易宿泊所やレストランが並んでいる。私が川岸を歩いてレストランに向かう途中、思いがけな
い光景にであった。つまり、川の中央からややミャンマー寄りに全長10メートル位の“はしけ”が川砂
をうずたかく積んで停泊していた。どうみても動力はついていない。渡し舟と言った感じである。不思
議に思って立ち止まり、船の周辺を見ていると、はしけの向こうに少年の姿が見えた。彼は箕を両手に
持って川底に潜り、砂をすくい上げては船に積み上げている。川の深さは1メートル程、大きく息を吸
って、潜っては砂を採取している。船一杯の砂を採取するにはどれぐらいの時間と労力を必要とするの
だろう。だが、この仕事はこれで終わるわけではない。次はそれを岸に上げ、更に、トラックに積み換
えるらしい。つまり、川底→船→岸→トラックと3回も砂を積み換える作業は全て少年達の労働である。
彼等はそこで始めて現金収入を得ることができる。機械化が進み水中作業車もある時代に、全て手作業
で仕事をする少年の姿に何か熱いものを感じてしまった。タイ北部の町ではこうした作業が日常的に行
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われているのであろう。
　私が食事を済ませ駐車場に移動する途中、別な少年が砂をトラックに積み込んでいる姿を見たが、少
しの砂でも大切に扱う行為が一目で判った。一握りの砂も彼等にとっては貴重な商品なのである。
　メーサイの視察は、満ち足りた生活をしている日本の子供達に是非とも知らせてやりたい現実を知る
ことになった。また、努力によって得た物にのみ、所有権が生まれることも。
スラム街
　バンコクには数え切れない程（一説では1，000以上）のスラム街がある。我々は比較的、治安が良い
といわれるスラム街、クロントイ地区とそこに隣接する養育施設を訪れた。事務所には日本にも来たこ
とがあるという女性事務局長、オンさんがいて、土地問題（住民の立ち退き問題）や、アパートへの移
転問題、スラム住人の就業率、1バーツ学校といわれる公立学校等、スラムの現状とスラムが抱える問
題点を説明してくれた。
　この施設には青年海外協力隊のボランティアとして活躍する日本人女性、中原亜紀さんがいた。彼女
も精力的に仕事をこなす貴重な日本人ボランティアである。この施設で活動を始めて3年が経過します、
と話してくれた。生活条件の悪い地域で活躍する彼女も柿原さんと同様、使命感に基づき活躍する価値
ある日本人女性である。我々は彼女に案内してもらいスラム街を歩いてみた。中原さんの説明では、こ
のスラムには約3万世帯、10万人が生活しているそうだ。スラム街の一角には汚水がよどんで溜まり、
半ば湿地帯のようになった部分もあり、際立って非衛生的で、異臭をはなっている。更に、夢の島状態
になった一区画では野良犬が食べ物をあさっていた。『この広場は数カ月前に清掃したばかりなのに、
再びこのような状態になってしまった。スラムの住民は衛生観念が欠如しているらしく、彼等がそんな
意識なので非衛生的なスラムでの生活もさほど苦にならないのでしょう』と解説してくれた。
　スラム街の中は細い道が迷路のように入り組んでいて、その両側にびっしりと家が並んでいた。路地
では学校に行かない子供達が遊んでいる。こんなスラム街の中にも仏教国らしく小さな仏像が置いてあ
った。日本流に言えば、町内のお稲荷様ということなのだろう。お供え物のやり方もあまりB本と変わ
らないようだ。
　彼等の住まいは壁を板やトタンで囲い、屋根をつけただけの極めて質素なものである。玄関には布が
吊され、目隠しの役目をしている。室内を覗くと調度品の類はほとんど無く、シートが敷かれていた。
時折、家の前で雑談を交わす家族や老人と幼児が遊ぶ場面に出会った。住民が我々の動向を珍しそうに
見つめていたが、家の前でくつろぐ一家は、カメラを構える我々にポーズをとった。彼等の陽気な一面
を見た思いがする。中原さんが、『スラムの住人は、日頃、写真を写してもらえる機会がないので、写
真を写されることがとても嬉しいのでしょう』と話してくれた。
　ところで、このスラムにはタイ北部から職を求めて出稼ぎにきた人が多く集まっている。同郷の人を
頼ってバンコクに来るのだろうが、現実には彼等の思惑通りにことが進まない。スラムの住人はバンコ
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ク市内を流れる大河、チャオプラヤ川に隣接する、クロントイ港で働く港湾労働者が多く、一日働いて
150バーツ（450円）程度の賃金を得ている。
　しかし、仕事場に行っても仕事があるとは限らないので彼等の生活は実に厳しいはずだ。最近の不況
を反映して、屋台の物売りや交通関連の従事者は、物価高騰の影響をまともに受け、ガソリン代、修理
代、仕入れ品等の値上がりは生活を直撃するという。
　また、建設現場や道路工事現場で働くスラム住民の中には、ヘルメットはもちろん、安全靴も履かず
スリッパで仕事をする人も多い。とにかく、働くこと以外、頭にないようだ。彼等の職業は清掃事業、
治水工事、屋台の物売りやバイク・タクシー・バスの運転といった現業職が多い。街角で客を待つ、バ
イクタクシーも手持ち無沙汰の状態が続いていた。タクシー運転手は一日につき300バーツを業者に支
払って車を借り業務をするという。そんな現状が、俗にいう悪質タクシーを生む背景になっているのだ
ろう。また、自営業者が仕事の運転資金として一時的に借金をしても金利が高く次なる問題を生む結果
となる。
『ドークローイ』と呼ばれる場合、100バーツにつき1日2バーツ。
『ドークチョム』の場合は1カ月につき20バーツの利子を取られるそうだ。
　借金の返済ができず故郷に逃げ帰ってしまうことも日常的にあるという。そして、こんな生活に疲れ、
或る人はその生活を忘れるために、また或る人はつかの間の快楽を体験しようと麻薬に手を染めてしま
う。そして、麻薬を得る現金を稼ぐために各種の危険な仕事を始める。北部の親と同様、子供に麻薬を
売らせ現金収入を得る親もいるという。
　更に、UN．AIDS担当職員、清水さんの話によると男性の中には簡単に家族を捨てる人もいるので、家
を守ることはもっぱら女性の仕事になるらしい。現に、清水さんの事務所（国連ビル）で働く北部出身
の女性も“親が病気になったので介護をする”と言う理由で簡単に事務所をやめてしまった、と身近に
起こった出来事を話してくれた。
　経済力のある女性は大きな問題はない。しかし、一般の女性が家族を支えるために働きに出る場合、
特に手に職を持たない女性は性産業に手を染めることになる場合も多い。こんな女性達を待っているも
のはHIV感染、　AIDS、闘病生活、そして、死である。
　今ここに、タイが抱える最大の社会問題r家族の離散と家庭の崩壊』が進行している。こんな現状の
中で真っ先に被害を受けるのは子供達である。学校にも行かせてもらえないし、家にいても何もするこ
とがない。だから、家から逃げ出す子供も増えている。
　既に、バンコクや地方都市では、多くのストリート・チルドレンが誕生している。子供達の仕事の一
つは、信号で止まっている乗用車に近付き、フロントガラスを拭いて僅かな現金を稼ぐことである。彼
等は大人を信用せず独自の生活様式を持っていて、数人でグループを作り、橋の下等で雨風をしのいで
いるという。彼等を更生させようと関係機関の指導員が保護して施設に収容しても、施設の生活が長続
きせず、いつの間にか姿を消して仲間のところに戻ってしまう。全てが悪循環となっている。彼等の数
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が増加するのは火を見るより明らかだ、と関係者が話してくれた。早急な解決策を立てねばならないだ
ろう。
　この他にも、チャオプラヤ川が大きくキンチャク状に蛇行して流れる中州状の区域に、ミャンマー人
が住むスラム街がある。フェリーが往来するこの地区の住人は顔立ちといい、市場で販売されている品
物といい、いろいろな点でクロントイ地区とは一一寸違った雰囲気があった。フェリーの乗り場近くは排
気ガスがひどく、住民の健康状態が心配である。周辺の環境は、中州の先端まで貧富の差を感じさせる
家々が並んでいた。豪華な家の周囲は厳重な垣根があり、周辺の家とは似つかない綜まいである。曲が
りくねった道の両側は雑草が生え、見通しが悪い。中州の先端は水上に設けられた木製の廊下が川に突
き出ていて水上生活者の住まいに連なっていた。私が写真を写していると、日本語を話す老婆が現われ
た。“日本語がお上手なのですね”というと、昔、日本の兵隊さんと話して覚えたよ、という話の内容
と老婆の雰囲気から元従軍慰安婦ではないかと直感した。
新たな試みの導入
　ざて、クロントイ地区には両親が働きに出ている間、幼児や児童の世話をしてくれる保母さんが活動
する養育施設があって育児教育が実施されている。勿論、AIDS孤児の存在も忘れてはならない。施設
内では子供達を年齢毎に分け指導が行われていた。つぶらな瞳が輝いている。何時迄もあの瞳の色を失
わないで欲しい。
　更に、この施設で扱っている事業は育児教育だけではない。スラム街で頻発するAIDSや麻薬問題等
を解決するため様々な試みが実施され、徐々に成果を収めつつある。
　その一つはスラム街を18ヵ所の地域に分け、そこに職員を派遣し、売買春や麻薬中毒患者の実情を
VTRで鑑賞させ、それについての講演や討論を繰り返しながらスラム住民の意識改革を図り、リスク行
為の撲滅作戦を展開している。地域住民のなかには生活費を稼ぐことに追われ出席できない人も多いが、
彼等の関心も徐々に高揚しているという。
　最終的な狙いは、『リスク行為がどんな結果をもたらすか』を考えさせることだろう。
　また、スラムで暮らす子供達には一般市民や企業から募金を募り、向学心に燃える子供達を支援する
ドウアン・プラティープ財団の『教育里親制度』が機能している。1997年現在、延べ2，300人が奨学金
の支援を受け、毎年10人以上の若者が大学を卒業したり、職業資格を得て大企業に就職できるようにな
ってきた。
　『いずれ彼等も何らかの活動に参加してくれるでしょう』と女性の事務局長が期待を込めて語ってく
れた。この財団は1998年で20周年を迎えるという。
　このようなタイの現状を見ると極めて厳しいものがあり、然も、問題の解決は緊急を要するものばか
りである。恵まれた日本で生活し、彼等の生活と比較することは無意味だが、多くの教訓を得ることが
出来た。
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　だが、AIDSや貧困に悩む国はタイだけではない。むしろ、タイより酷い国も多い。内戦が続くアフ
リカ諸国、旧東ヨーロッパ、中南米諸国、アジア諸国等、多くの国家が同じ問題を抱えている。我々は
当事国の現状を把握し様々な援助の手を差し伸べる必要があると思う。今後、ボランティア活動はより
国際的になると思うが、その協力体制や制度を簡素化し、活動の仕方を容易にする必要性を痛感した。
特に、人的協力は不可欠で、JICA等を通じてより多くの日本入ボランティアが海外で活躍して欲しい。
　一般的に言って多くの人は、この種の問題に対してあまり関心を示さない人が多い気もするので、マ
スコミ等を通じて、もっと啓蒙活動を推進すべきだと思う。
　また、ODAのような資金援助も大切だと思うが、もっと直接的に当自国の底辺で暮らす人々を対象
としたボランティア活動に携わっている人々に、より高い報酬を支払ってでも人材の確保を行うべきで
はないだろうか。就職難が叫ばれている日本だが、働く場所を海外に求めれば、その能力を待ち望んで
いる社会はいくらでもある。未開発国の発展に力を貸してあげてはどうだろう？
　しかし、最も大切なことは当事国の国民が問題点を自覚し、自ら解決に向け事態の打開を図るよう努
力することである。それは社会的習慣を変えないと不可能であり、相当の期間を要するであろう。そし
て、その必要性を感じさせる指導こそ、教育の原点ではないだろうか。つまり、彼等自身のなかから生
活環境の改善を求める発想が生まれるような教育が大切で、到底我々が彼等の風俗習慣までも変えるこ
とは不可能である。彼等が自国の社会問題を真摯に受け止め、素早い対応をしてくれるよう期待したい。
　マイ・ペン・ライという　（『気にしない精神・・タイ人気質？？・・』）を彼等自身が改革してゆかね
ばならない。前途多難であるが是非、達成してほしい問題である。
　ちなみに、タイ政府が1984年以降実施して来たAIDS対策の経過は次の通りである。
1984～86年
1987～90年
1991～93年
1993～
1997～
タイの現状の報告開始　タイの観光産業への影響を懸念
感染予防知識の普及
第7次国家経済開発5力年計画にAIDS対策を組み込む
流行要因に対する考え方の変革；社会的経済的危機感
第8次国家経済開発テーマ「人間を中心にした開発」に沿った、
社会的戦略を開始（具体例は下記に示す）
a　差別の撤廃　　　b　人間重視の土壌　　　c　教育の徹底
d　公衆衛生思想の徹底
e予算額措置　tg1年；1．8億円→　’96年；20．6億円
タイに対する日本の取り組みも効果を上げている。具体例は下記に示す通りである。
ll994年度以降7年間にODA援助　30億円（ただし、　AIDSのみ）
2　日・タイ、パートナーシッププログラム（拠点協力等）
3NGO協力
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4JICAプロジェクト方式協力
　aNIH（国立衛生研究所）研究強化プロジェクト
　b　AIDS予防策プロジェクト
　cAIDS地域予防ケアー・モデル・プロジェクト等
日本人女性の活躍
　最後に、私がタイで見たもののなかに日本人女性の活躍がある。タイの国連本部、日本大使館、スラ
ム街の幼児施設、チェンライの養育施設、どの関係機関でも若き日本人女性が、言葉、食事、習慣、気
象等、全ての条件を克服しながら最前線で活躍している。
　そして、どの女性も凛として活動している。朝早く我々のホテルに迎えに来て、夜遅くにはホテルま
で送ってくれる。疲れた様子などみじんも見せない。また、施設の子供が後を追い、笑顔で接する彼女
達の崇高な行為が光り輝いているように見える。
　治安の悪い地域で生活する恵まれない人々が、より良い暮らしができるように協力する仕事は実に辛
いものだと思うが、彼女達からはそんな気配を感じ取ることが出来ない。私はあの使命感に満ちた行動
と気概溢れる実践を真摯に学ばなければならないと思った。
　更に、イギリスから『北タイの養育施設で暮らす少女達の生活』を取材に来ていた日本人女性ジャー
ナリストも目を輝かせて取材活動に取り組んでいた。彼女も世界を飛び回り、その国が抱える問題を世
に問うべく、取材活動を続けている。『日本には4年も帰っていません。だって、日本にいてはやりたい
仕事が出来ないのです』と個性的な発言を繰り返していた。私は今後もイギリスを本拠地にして、世界
を駆け巡りながら取材活動を続けてゆきます、と抱負を語ってくれた。
“日本人女性がもっと国際問題に目を向けるよう警鐘をならす意図があったに違いない”。
　彼女達の仕事はやり甲斐のあるものだと思う。自分で決断した仕事に使命感を持ち、それに立ち向か
うことは価値ある素晴しいことだ。特に、彼女達が指導した養育施設の子供達が成長し、より良い環境
が実現した時、彼女達はどんな感慨を持つのだろう。
　言うまでもなく、AIDSホスピスの僧侶、北部タイの養育施設やクロントイ地区の養育施設の創始者
等は、自国の問題として恵まれない環境の中で、厳しい生活を強いられている同胞の生活向上を求めて
活動している。それらの施設でボランティアとして活動する彼女達は、単なる協力者に過ぎないかもし
れないが、自分で選んだ仕事に使命感を持ち、凛々として生き続ける彼女等の姿に深い感銘を受けた。
　私が今回の視察旅行で得たものは、一見別々な問題だと思われる事柄が、実は根底で一致している、
という社会問題を再確認させられたことである。つまり、世界的なAIDSの流行は、これまで比較的表
面に表われにくかった社会の恥部をさらけ出す結果になった。
　すなわち、AIDSというプリズムを通して、タイの社会を覗くと、貧困・教育行政の遅れ・スラム・
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売買春・児童労働・麻薬・援助活動（ボランティア等）という、幾つかの項目に分かれた難問が大空に
描かれているように思える。これらの項目はどれをとっても世界の貧困地域で暮らす人々に共通した問
題となっている。私は東南アジアの近代国家と謳われたタイにも、多くの難問が存在していることを衝
撃をもって検証し、多くの問題点を確認することができた。
　これらの諸問題を察知した先人達が、教育の必要性を説き続ける行為は努力と忍耐力を要する仕事で
ある。そして、解決に向けた作業を遂行してゆく中に光明を感じた時、それに携わってきた人々は最高
の至福を感じるのではないだろうか。
　暗黒の空を飛ぶ飛行機も何時か曙に出逢う。多くの乗客を乗せ太陽に向かって飛ぶ飛行機の中で、こ
の旅の中で知り合った人々が苦難を排しながら一歩一歩前進して、問題を解決し、自分達の使命を完遂
させてゆく夢を見ながら、私は早朝の成田空港に到着した。
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